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魏志倭人伝の邪馬壹国までの道行きについて（Ⅰ）

瀬戸市 林 研心

はじめに

『三國志』卷三十、魏書三十烏丸鮮卑東夷傳（倭人条）（以下「魏志倭人伝」という）

における「帯方郡から邪馬壹国」までの道行について、筆者の見解を述べる。

Ⅰ 倭人の所在地
1 冒頭文の記事

(1) 倭人 在帶方東南大海之中 依山島爲國邑

倭人条の冒頭文では帯方郡の東南に位置していると島と記述しており、後代の中国史書で

も倭人(倭・倭国・俀国）の所在地は同様に“東南大海の中の島”と記述されいる。その

掲載状況は「表Ⅰ－１」とおりである。

ただし、日本の所在地につて、『旧唐書』では倭国と異なる國としているが、『新唐書』

ては倭国を含むとして記述をしている。

表Ⅰ－１ 中国史書による古代日本の所在地記事

史 書 掲 載 箇 所 記 事

漢書 地理志（燕地） 樂浪海中有倭人 分為百餘國 以歲時來獻見云

後漢書 東夷列伝（倭） 倭 在韓東南大海中 依山嶋爲居

三国志 魏書・烏丸鮮卑東夷伝（倭人） 倭人 在帯方東南大海之中 依山島爲國邑

晋書 列伝・四夷・東夷（倭） 倭人 在帯方東南大海之中 依山島爲國

宋書 列伝・夷蠻・夷・東夷（倭国） 倭國 在高驪東南大海中 世修貢職

南斉書 列伝・蠻 東南夷・東夷（倭国） 倭国 在帯方東南大海島中

梁書 列伝・諸夷・東夷諸戎（倭） 倭者 自云太伯之後 俗皆文身 去帶方萬二千餘里 大抵在會稽
之東 相去絕遠

隋書 列伝･東夷（俀国） 俀国 在百済･新羅東南水陸三千里 於大海之中

南史 列伝･夷貊下・東夷（倭国） 倭国 其先所出及所在 事詳北史

北史 列伝･四夷（倭） 倭国 在百済･新羅 東南水陸三千里 於大海中 依山島而居
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旧唐書 列伝･東夷（倭国･日本） ・倭国者古倭奴國也 去京師一萬四千里
在新羅東南大海中 依山島而居 東西五月行 南北三月行

・日本國者 倭國之別種也
其国界東西南北各数千里 西界南界威至大海 東界北界有大
山爲限 山外即毛人之国

新唐書 列伝･東夷（日本） 日本 古倭奴也 去京師萬四千里 直新羅東南 在海中 島而居
東西五月行 南北三月行 ……
使者自言 國近日所出 以爲名 或云日本乃小國 爲倭所并 故冒
其號 使者不以情 故疑焉
又妄誇其國都方數千里 南･西盡海 東･北限大山 其外即毛人云

通典 辺防一・東夷（倭） 倭自後漢通焉 在帶方東南大海中 依山島為居

唐会要 巻九十九（倭国） ・倭國 古倭奴國也 在新羅東南 居大海之中
巻一百（日本） ・日本國日本 倭國之別種

※１『後漢書』は「南宋 范曄（398～445年）」、『三国志』は「西晋 陳寿（223～297年）」から、成立時
期は『三国志』・『後漢書』の順序である。

２ 中国南北朝時代、通好していたのは南朝の「宋・南斉・梁」である。
３ 下線は筆者

(2) 地図上の位置

冒頭文から位置を図示すると、図

Ⅰ－１のとおりで、東南は九州北部

を指している。

また、近畿は「東南東」である。

※１
帯方郡治の所在地は２説あり、それによ

り図示した。
①北方説：平壌から南へ50㎞の沙里院。

平壌の南西60km安岳郡
②南方説：京城。京城の東南４㎞の広州

※２ フリー百科事典『ウィキペディア（W
ikipedia）』の「帯方郡治はどこにあった
か」を参照

３ 筆者見解

邪馬壹国の所在地については「近畿説」･「九州説」が存在するが、『三國志』を始めと

する中国史書は、倭人（倭国）は朝鮮半島から東南に存在する島と明確に述べており、邪

馬壹国は九州島内の国である。

帯方郡から邪馬壹国までの行程を述べるには、これを前提とすべきである。

４ 参考

倭人の国は朝鮮半島から「東南」の島とされているが、日本側から朝鮮半島が「西北」

に位置する資料が存在している。

草野善彦氏が『「邪馬台国」は北九州と『日本書紀』に－なのに、なぜ論争か－』（2013

年10月、本の泉社）の19・20頁で述べているので紹介する。

(1) 日本書紀

神功摂政前紀の仲哀天皇九年九月條



*1 志賀島（しかのしま）は、福岡県福岡市東区に所属する島（半島）である。博多湾の北部に位置し、海の中道と陸
続きである。（ウィキペディア）

*2 増補 筑前國続風土記：貝原益軒、伊東尾四郎校訂、文献出版、平成13年6月27日復刻
初版：福岡縣史資料（続四輯）、福岡縣、昭和18年3月29日

*3 竈門山・御笠山は現在「宝満山」と称されている。福岡県太宰府市と筑紫野市にまたがる標高829ｍの花崗岩からな
る山で、かつては山頂付近から水煙が立ち上る姿から竈門山とも呼ばれ、また、山の姿が笠を置いたような形から
御笠山とも呼ばれた。（ウィキペディア）
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秋九月庚午朔己卯 令諸國 集船舶練兵甲 時軍卒難集

皇后曰「必神心焉」

則立大三輪社 以奉刀･矛矣 軍衆自聚

於是 使吾瓮海人烏摩呂 出於西海 令察有國耶。還曰、「國不見也」

又遣 磯鹿海人名草 而令視 數日還之曰「西北有山 帶雲横絚 蓋有國乎」

頭注十二 磯鹿海人名草：『和名妙』に「筑前国糟屋郡志珂」。「漢委奴国王印」の出土地てして著名な
し か の あ ま

志賀島
*1
。そこの海人の集団。『万葉集』に「筑前国志賀白水郎」（三八六〇～九）の名が

みえる。

（日本古典文学全集『日本書紀』①424頁。下線は筆者）

(2) 筑前國続風土記
*2

竈門山神社
此山頂に、福岡より六里、宰府の鳥居よ

り五十町。有智山村より二十二町有。

此山は、國の中央にありて、いと高く、造化神秀の．あつまれる所にして、神霊のと

ゝまります地なれはにや、筑紫の國の惣鎮守と宿す。凡国土には、鎮守となれる山あ

り。是を鎮山と云。神霊ありて、其國をしつめ守り袷へり。

－中略－

故に竈門山と云。叉御笠山
*3
とも云。太宰府は此山下にある故、御笠の里と云。此山を

或は賓萬とも號す。

萬山岩石多くして、其形勢良工の削なせるか如し。誠に奇絶の境地也。篤信かつて諸

因の名山を多く歴観せしに、かゝる所はいまた見す。

此山上に登れは、一瞬の間に、數百里の外まてかへり見て、衆山の小なるを一覧し、

九州の内、近國は皆眼下一望の内にあり。西北には壹岐對馬はるかに見えたり。秋天

晴朗の時は、しらぬ新羅の山も、ほのかに見ゆ。まことに廣大なるなかめ也。

－中略－

山上に御社あり。是即竈門の神社也。 （『増補 築前國続風土記』144頁。下線は筆者）

魏志倭人伝の邪馬壹国までの道行きについて（Ⅱ）

瀬戸市 林 研心

Ⅱ 水行・陸行
１ はじめに

魏志倭人伝の帯方郡から狗那韓国までの道行については

従郡至倭 海岸水行 歴韓国乍南乍東 到其北岸狗邪韓国 七千余里……

（『三国志』魏書烏丸鮮卑東夷傳第三十 倭人条）

と記述されている。
この解釈として、狗邪韓国までは全て水行（以下「全水行」という）説と、古田武彦氏

が唱えた「水行＋陸行」（以下「水・陸行」という）説の２説がある。



*1 平瀬英司論考：「東アジアの古代文化」101号、大和書房、1999年11月
*2 使君帯方太守張撫夷：1911年と1912年に黄海道鳳山郡文井面石城里から「帯方太守張撫夷」の銘をもつ塼室墓が
出土している]。発掘調査は日本人学者によっておこなわれたが、塼室墓の構造は地上に構築された煉瓦とそれを覆
う墳丘で構築されており、天井の構造は穹窿式であった。副葬品は盗掘されており、ほとんど残っていなかったが、
墳丘の築造に使用された煉瓦には文字が刻印されており、煉瓦には「使君帶方太守張撫夷 塼」「張使君」「大歲在戊
漁陽張撫夷塼」「大歲申漁陽張撫夷塼」などの銘文が刻まれており、この銘文によって墓主は、中国河北省薊州出身
の帯方太守張撫夷であることが判明した。（「ウィキペディア」）

*3 塼：中国で焼成される立方体あるいは直方体の煉瓦(れんが)で、専、甎、磚とも書く。……
秦(しん)・漢代以降は表面に文字や文様を刻んで壁面に用いたものがあり、……
前漢末から城壁・家屋・墓室の構築に用いられた。（『日本大百科全書〈ニッポニカ〉』）
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筆者は「水・陸行」説に賛同しており、「水・陸行」説を補強するのに"平瀬英司「韓国

西岸は『水行」は不可能だった」
*1
"論考がある。この平瀬英司論考を紹介する。

２ 平瀬英司論考 図 Ⅱ－１ 平瀬英司の道行き行路

(1) 道行き

魏使はサリウオン（※抄里院）から川を下り（※大

同江支流から本流）ナンポ（南浦）にでて、海岸を左

手に見ながらチャンサンカブ（長山串、※半島）沖

を巡り、ハンガン（韓江）、イムジンガン（臨津江）

の合流地点（※合流から分流して韓江）からソウル（京

城）付近まで水行し、その後はブサン（釜山）まで

後の通信使とほぼ同様のコースを陸行したと想定す

る。（図Ⅱ－１参照）

（「東アジアの古代文化」101号、71頁）

(2) 帯方郡の所在地、

平瀬は次のように述べている。

考古学的にもソウル付近には、帯方郡治の痕跡はなく、一方、ピョンヤン（平壌〕市の

南方約六〇キロ、黄海北遺文井面の漢式墓からは「使君帯方太守張撫夷
*2
」の銘がある塼

*3
せん

が出土しています。そこから南へ四キロ、現在のサリウォン（沙里院）市にある長方形（東

西六〇〇、南北七〇〇メートル）の智塔里土城跡が帯方郡治と比定してよいでしょう。

（「東アジアの古代文化」101号、59頁）



*1 日清交戦録：和田篤太郎編集、雑誌（１～40号）､明27.9-28.5、春陽堂

16号目次：論説・戦記・兵事・経済・時事－平壌の戦い（外国の手記）49頁・電報・日記摘要

*2 疑似陸行体験：平瀬英司著「チャリンコ魏使・倭人伝」（「市民の古代」17集、ﾋﾞﾚｯｼﾞﾌﾟﾚｽ、1997年）
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(3) ソウル（京城）からピョンヤン（平壌）の行程

平瀬は、ソウル（京城）からピョンヤン（平壌）への陸行については、日清戦争（1894

〈明治27〉年7月～1895〈明治28〉年4月）時のソウル（京城）からピョソヤン（平壌）へ

行軍した日本軍の「陸行」により説明している。

しかれども、日本軍が京城（ソウル）より 平壌に進行せし途上の困難は、実に筆紙の

よくつくすところにあらざりしことを忘却すべからず。（中略〕

地勢すべて崎嶇たる山路に属し、かつ、人跡いまだかつて至らず、一線の細渓だに開かれ

ざる地、その大部分を占めたるをもって車軌を転ずる通路あるを得ず。いわんや無数の広

濶深汪なる大河一橋をも架せられざるもの（以下略）

（平壌の戦い 外人の手記 日清交戦録第一六号
*1
） （「東アジアの古代文化」101号70・71頁）

これは19世紀末期のソウル・ビョンヤン間の「陸行」描写で、相当難渋が存在していた

ようです。まして「邪馬台国」の時代はなおさらだった思え、それ故水行で運行してと思

われる。

(4) ソウル（京城）からプサン（釜山）間の行程

平瀬は、韓国の研究員等から、中世、ソウル（京城）からプサン（釜山）間を人や

物資の輸送に陸路を利用していた理由を聞いている。

① 韓国国立海洋大学図書館の研究員のチョン・ウンシル（鄭銀貨）の見解

「ソウル、プサン間の年貢米などの物資の輸送や、人の往来には七〇パーセント以上の

割合で、陸路が利用されていました。それは韓国の西南岸は海難事故が多く、危険な

ためです。」 （「東アジアの古代文化」101号、60頁）

② プサン市立博物館学芸員のイ・へヨン（李海蓮）の見解

「陸路の方がスピードは速いのです。西海は潮汐による潮流が速くて、船が航行できる

時間帯は、一日に一時間ほどしかありません。船ではとても時間がかかるのです。18

世紀の記録ではソウルからプサンまでを陸路では１８日間で到着し、船ではクンサン

（群山市）まで４０日を要したそうです。」 （「東アジアの古代文化」101号、60頁）

③ 平瀬は、「中世においては、ソウル、プサン間には陸行の記録しか無いという事実

です。」と述べ、陸行の事例として次のように述べている。

室町時代から江戸時代にかけての回礼使や朝鮮通信使や『海東諸国記』にあるソウル

からプサン金海、鎮海、蔚山方面への行路記録です。驚くべきことにこれら中世の記

録には、ソウルから半島東南端への交通路は陸行しかないのです。

（「東アジアの古代文化」101号64・62頁）

(5) 平瀬本人は、韓国の最西北端である北朝鮮との軍事境界線キョトン島からブサン市

（釜山）まで自転車による疑似陸行体験
*2
によれば、１回の峠越を除けば実にラクチンな

陸行であったと述べている。

(6) 以上により、平瀬は帯方郡治から京城までは19世紀の現状から水行であった。また、

京城から久那韓国までは、中世の状況から陸行であった。

これらから、３世紀（邪馬壹国の時代）でも同様な状況と判断されるとした。



*1 海の秘宝物語：三杉隆敏著、新潮選書、1990年10月
*2 『正史 三国志』４（魏書Ⅳ）：ちくま学芸文庫、陳寿著、今鷹誠・小南一郎訳、筑摩書房、1992年3月
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３ 筆者見解

(1) 日本及び朝鮮半島の海流 図Ⅱ－４日本及び朝鮮半島の海流

① 日本及び朝鮮半島の海流は 「図Ⅱ－４」のとおり

で、親潮は九州で分流して対馬海流となり、朝鮮半

島で再び分離して黄海暖流となり朝鮮半島西岸を北

上する。そして、遼東半島・渤海湾から反転して黄

海沿岸流となって 南進する。

② 帯方郡から狗邪韓国（釜山）まで水行で行くこと

は、朝鮮半島西岸では黄海暖海流に逆らって航行し

た後は、左折して南岸地域では対馬海流に沿って航

行することである。

③ 朝鮮半島西南海岸の多島群地域を航行することは、

海流の満潮と干潮による影響が非常にはげしく、197

5年、木浦（全羅南道）沖合で１４世紀前半の中国か

らの沈没船の積荷（青磁・白磁等）を引上げる時に

判明した潮流は次のとおりと述べている。

その時にわかったことは、この海域は海流の満潮と干潮による影響が非常にはげしく、

本当であれば一日のうちその干満の中間で潮の殆ど止まる四回、調査のチャンスがあるが、

それは季節の良い時で、秋の十月、十一月になると潮の止まるのは一日一回しかない、そ

の時間をねらって調査をせねばならないこと。…… （『海の秘宝物語
*1
』40頁）

つまり、安全に通過するにかなりの時間がかかる。また、此の海域の状況を把握してい

る地元の操船技術者などのによる運行がなければ危険な海域である。

(2) 全水行について

全水行であれば、朝鮮半島西南海域を通り、 図Ⅱ－５ 三韓時代の朝鮮半島概況図

対馬海流に沿って直接九州の「末廬国」に着

岸すればよく、「狗邪韓国」に行く必然性はな

いと思われる。すなわち、全水行論者は、わ

ざわざ朝鮮半島南岸の「狗邪韓国」に着岸す

る必然性を述べる必要がある。

(3) 陸行について

①『三國志』時代の韓は三韓（馬韓・辰韓・

弁韓〈弁辰〉）の時代であり、更に、馬韓凡五

十余國、辰韓十二国、弁辰十二国に分れて各

々統治されていた。

② 魏使は、皇帝の名代として派遣されたの

で、事前に統治者に通知などして 三韓内を

安全に通行するする必要があった思われる。

それ故、通行行程を“歴韓国乍南乍東到其 『正始 三國志』４
*2
（魏書Ⅳ）446頁

北岸狗邪韓国”と記述したと思われる。 ※帯方郡治は京城付近としている。
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４ 参考

(1) 『隋書』での朝鮮半島西岸航行

① 俀国伝では次のように記述している。

明年（※大業４年、608年）上遣 文林郎裴清使於倭國 度百濟 行至竹島 南望 羅國（※

済州島、州胡）經都斯麻國 迥在大海中 ……

② 『三国史記』百済本記第五は次のように記述している。

（武王）九年（※608年）春三月遺使入隋朝貢 隋･文林郎裴清 奉使倭國 徑我國南路

(2) 裴世清の認識

裴世清は、海路を安全に航行できるよう百済に水先案内人等を依頼したと推定する。

なお、裴世清は、隋が陳平定戦で戦船が済州島に漂着した時、百濟の協力により無事帰

国した記録
＊1
から朝鮮半島西南岸の航行は危険であると認識していた。

*1 『隋書』百済伝:平陳之歳（※589年）、有一戰船漂至海東耽牟羅國（※州胡、済州島）、其船得還、經于百濟、昌資
送之 甚厚、并遣 使奉 表賀平陳。
高祖善之、下詔曰：「百濟王既聞平陳、遠令奉表、往復至難、若逢風浪、便致傷損。百濟王心跡淳至 朕已委知。相
去雖遠、事同言面、何必數遣使來相體悉。自今以後、不須年別入貢、朕亦不遣使往、王宜 知之。」使者舞蹈而去。

斎宮と伊勢信仰について
刈谷市 酒井 誠

１ 伊勢信仰について

定説によれば、天皇家は、元々宮中で祖霊神の天照大神を祀っていた。崇神天皇の時代

に「同床共殿」ではまずいということで、別の社でお祭りをすることとなった。当初は、

第10代崇神天皇の娘である「豊鋤入姫命」が、その祭祀を行う地を求めて先導した。その

後、第11代垂仁天皇の娘である「倭姫命」に受け継がれ、最終的には、伊勢の地に天照大

神を祀る伊勢神宮が作られたということになっている。しかし、この話は『日本書紀』（以

下、書紀という）には無く、鎌倉時代に作られた『倭姫命世紀』に載る話である。この話

を挿入したのは、明らかに天照を中心とした古代神話を古く見せるために作られたものと

考える。

２ 斎宮歴史博物館にて

三重県多気郡明和町にある「斎宮跡」は、現在も発掘中である。飛鳥時代から室町時代

までの遺跡が重なり合って存在している。おそらく673年に即位した天武天皇の娘である

大来皇女（大伯皇女）が初代となった斎宮の遺跡である。書紀には、壬申の乱の翌年に斎

宮制度が始まるとしている。しかし、前回述べたように、壬申の乱の最中に大海人皇子が、

四日市あたりで伊勢神宮を望拝する場面がある。確かにやがて伊勢の地に天照大神が祀ら

れることを暗示しているが、まだ伊勢神宮は創建されていない。それは、『続日本紀』に

ある「多気大神宮を度会の地に移す。」とあるからである。そんな環境の中で大来皇女は、

斎宮のある伊勢の地に派遣される。

ここからは仮説であるが、大来皇女は、伊勢の地にやってきても祭祀する天照大神の祀

られた神殿がなかったために、その地の信仰の神であった「伊勢大神」を祀った社に参拝

して、やがてやってくる伊勢神宮創建の前段階として、斎宮の準備を行っていたのではな

いかと考えている。どこかから新たに天照大神を連れてくるのではなく、「伊勢大神」が

昇格して国家の神としての「天照大神」に形を変えたと考える。

一方、天武天皇の時代には、多くの優れた人材（皇子）がいたが、それがかえって問題

を生んだ。その皇子の中で、天武と持統の間に生まれた「草壁皇子」をどうしても後継者

にしたいという願望が強かったため多くの悲劇も生んだ。草壁皇子は、他の高市皇子、大
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津皇子らと比較してそれほどに優れた皇子ではなく、また病弱でもあった。

この時代の皇子の生誕と没年をまとめてみると早逝である。

草壁皇子・・・６６２年～６８９年

高市皇子・・・６５４年～６９６年 大津皇子・・６６３年～６８６年

大来皇女・・・６６１年～７０２年

そして次代の天皇である文武天皇も早くして亡くなっている。これこそ天皇家の一大事

である。そこに今までの仏教だけでなく、新たな宗教としての「神社神道」が必要となる。

※『万葉集』巻２ １０５番 （大来皇女）
わが背子を 大和に遣ると小夜更けて 暁（あかつき）露に わが立ち濡れし

３ 伊勢神宮は６世紀以前に作られることはない

（高倉山古墳入口） （高倉山古墳内部） 伊勢神宮下宮（亀石）

伊勢神宮下宮の西方には、一般に「天の岩戸」と呼ばれる、水の湧き出る洞窟がある。

６世紀初頭の高倉山古墳（横穴墓）である。内部は広く通路（羨道部）は日本で６番目の

長さで、その奥に玄室が作られている。現在は立ち入り禁止となっている。

伊勢神宮創建当時には、すでにこの古墳はもちろん作られており、古墳の入り口の蓋が、

下宮の橋に利用されていると言われる。私が見た限りでは、三波川変成岩でできている。

これを「亀石」と呼んでいる。

４ 皇祖天照大神はいつ誕生したか
森 博達京都産業大学名誉教授の『「日本書紀」区分論から史実を探る』（京都産業大学

日本文化研究所紀要2014年）には「天照大神は、皇祖神（国家神）であり、最高の神格を

有している。太陽神なので「日神」と呼ばれ、伊勢に祭られたので「伊勢大神」とも称せ

られた。」（要旨）とある。それでは、天照大神はいつ皇祖神として誕生したのか。

私見では、書紀は、その表記の性格によってα群・β群・巻30に三分される。α群（巻

14～21・24～27）は、持統朝に正音・正格漢文で述作された。β群（巻1～13・22～23・

28～29）は、文武朝以後、倭音・和化漢文で撰述された。和銅７年に国史撰述の詔を受け

て、巻30「持統紀」が撰述され、両群にわたる潤色・加筆が施された。巻30の述作は倭習

が少なかったが、潤色・加筆には倭習が目立った。これが私の書記区分論である。

書記では、「天照大（太）神」は、48例あり、β群に偏在している。「皇祖」は、23例あ

り、巻５「孝徳紀」と巻30「持統紀」の各４例以外は、β群に偏在する。巻25は、後人の

加筆が顕著な巻であり、この４例も同様であろう。「天照大神」や「皇祖」がβ群に偏在

するという事実は重要だ。β群は、文武天皇以降に撰述されたので「皇祖」としての「天

照大神」は、文武天皇以降に誕生したと考えざるを得ないのである。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

前回の例会の話題

・古代豪族・秦氏のルーツを探る
東海市 大島 秀雄

・八角形墳墓の謎 一宮市 畑田 寿一
・八角墳 名古屋市 石田 泉城

■ 投稿締切り日 ５月２８日(火)

例会の予定

１ 日時 令和６年５月１８日(土)13時半～
２ 場所 名古屋市市政資料館
■ 来月以降の例会 原則土曜日
（H６) 6/15、7/14、8/10

■ メルアドをお知らせください。
連絡先 toukaikodai@yahoo.co.jp


